
碧南市教育委員会７月定例会議事日程表 
 

令和４年７月２１日（木） 

午後２時～ 

碧南市役所４階 庁議室 

 

１ 開会の辞 

 

２ 教育長報告 

 

３ 前回会議録の承認について 

 

４ 議  案 

 (1) 報告事項 

ア ６月議会一般質問内容及び回答について    （資料１） 

    （各課） 

(2) その他 

ア 各課報告 

イ ８月定例会 ８月１８日（木）午後１時から 碧南市役所４階 庁議室 

 

５ 閉会の辞 
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報告事項ア ６月議会一般質問内容及び回答について（関係各課） 

 ６月議会 質問内容及び回答 

                 課名 庶務課  

議員名 質問内容 回答 

加藤厚雄議員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．物価高騰に伴う学校給食

等について 

(1) 物価高騰の影響が給食費

の値上げになるが、学校給

食等の食材調達の現状と食

材費と予算のバランス等を

含めた、今後の見通しにつ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 地方創生臨時交付金の活

用において、「物価高騰に伴

う学校給食等に関する負担

軽減」という項目があるが、

碧南市においても活用すべ

きでは 

 

(3) 地域・地元産の食材を採

用することで、供給の安定

化が図れるとともに、地域

農漁業の振興や、食育の観

点からも有用と考えるが、

 

 

食材の選定は、物資選定会に

おいて、価格のみを選定基準と

するのではなく、地産地消、規

格や品質などを考慮し、決定し

ている。 

食材費につきましては、様々

な食材等の価格が上昇してい

るが、これまでと同様の栄養バ

ランスや量を保つよう献立を

考える中で、おいしい給食を提

供できるよう努力していく。 

今後の見通しについては、コ

ロナ禍ということもあり、現時

点で保護者負担となります給

食費の値上げは考えていない。 

 

庁内で検討した結果、18 歳

以下の児童を養育している世

帯に、児童一人当たり 15,000

円の給付金を支給する「子育て

世帯臨時応援給付金支給事業」

に活用することに決定。 

 

給食食材の選定は、価格のみ

を選定基準とするのではなく、

地産地消を意識し、地元碧南産

を最優先に、碧南産が選択肢に

なければ愛知産をという形で
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見解を問う 

 

選定している。 

しかし、学校給食は大量調理

となるため、給食センターが示

す規格や品質の揃ったものを

大量に揃えなければならない

こと、旬でなかったり天候不順

等により碧南産や県内産がな

かったり、価格があまりにも高

いため県外産を選択せざるを

得ない場合がある。 

 

石川輝彦議員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．共働き家庭への支援の充

実について 

(3) アレルギー対応給食の提

供開始の目途について 

 

 

アレルギー対応給食を実施

するには、アレルギー物質の混

入を防ぐために、別棟もしく

は、壁で隔離された施設や設

備、専用の調理員を配置するな

ど、様々な対応が必要となる。 

既存施設にアレルギー対応

用の施設や設備を設けること

が物理的に困難なため、大規模

な改修時または建替時が、一つ

のタイミング。 

 

岡本守正議員 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．物価高騰から市民の暮ら

しを守るために 

(1) 学校給食への影響は（光

熱費、材料費、給食内容な

ど）。 

 

 

 

 

 

 

  

 

電気料は、約１．３倍、燃料

費（ガス）は、約１．４倍とな

っており、それぞれ上昇してい

る状況。 

 食材料費につきましても、

様々な食材等の価格が上昇し

ているが、これまでと同様の栄

養バランスや量を保つよう努

力している。 
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(2) 給食費の不足で、質の低

下にならないように、公的

補助が必要では。 

 

 

 

 

 

(3) 給食費の引き上げはしな

いように。 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 全国、県内での給食費無

償化の動向は。 

 

コロナ禍ということもあり、

現時点で保護者負担となる給

食費を上げることは考えてい

ない。食材等の価格の上昇によ

って、給食の質や量の低下を招

くことのないように、公費でも

って対応していく。 

 

繰り返しの答弁となります

が、現時点で給食費を上げるこ

とは考えていない。 

ただし、この先もさらに物価

上昇が続くことになるようで

あれば、給食費の値上げも選択

肢の一つとして検討せざるを

得ないと考えている。 

 

全国については、国の「平成

２９年度の学校給食費の無償

化等の実施状況」の調査結果に

よると、１，７４０自治体のう

ち７６自治体が小学校・中学校

とも無償化を実施している。 

現在、県内では、豊根村が完

全無償化、岡崎市は４月分の１

月分を無償化、安城市と岩倉市

が第３子を無償化している。 

 

 

                課名 学校教育課  

議員名 質問内容 回答 

大竹敦子議員 ２ １人も取り残さない教育

の実現について 

(1) 不登校について 
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 ア コロナ禍以前と現在の

不登校の児童生徒の推移

について 

 

 

 

 

イ その原因について 

 

 

 

 

ウ 不登校の児童生徒への

対応について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２回目） 

これまでの不登校の児童生

徒への対応の上から、さらに

進めていかれるようなお考え

はあるのでしょうか。 

 

 

 

(2) いじめへの取り組みにつ

いて 

 ア いじめの早期発見への

取り組みについて 

碧南市の児童生徒の不登校

率は、全国と比較して、コロナ

禍以前も、現在も低い水準にあ

る。令和４年度生徒指導の重点

課題としてこの不登校問題に

取り組んでいく。 

 

不登校の原因としては、家庭

環境、発達障害、人間関係上の

トラブル、学業不振など、個々

様々にわたっている。 

 

学級担任をはじめ、養護教

諭、心の教室相談員、スクール

カウンセラーやハートフレン

ド、そして、碧南市教育相談室、

碧南市適応指導教室等の相談

機関と連携して支援している。 

今後も、子供たち一人一人が

自己有用感を感じ、自己肯定感

を高め、人とのつながりに安心

感を抱くような教育活動の実

践を粘り強く進めていく。 

 

 

さらに対応を進めていくた

めに、管理職がリーダーシップ

を発揮し、関係職員・関係機関

がより深く連携していくこと

で、不登校児童生徒の学校復帰

を目指していく。 

 

 

 

日頃から子供が相談しやす

い関係の構築に努め、いじめに
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（２回目） 

(ｱ) 定期的にとはどのくら

いの間隔で行っているの

でしょうか。 

(ｲ) 一つ一つのケースごと

に協議されるのか、１回

の協議にすべてのケース

をまとめて協議されてい

るのでしょうか。 

(ｳ) 協議にはどのような方

が参加されているのでし

ょうか。 

 

イ いじめ防止のため、加

害者児童生徒の心理的ケ

アの取り組みについて 

 

 

 

 

 

 

（２回目） 

相談体制は整っていると思

います。では、どのように本

人または保護者に相談しよう

という気持ちにしていくので

対して組織的に対応するため、

気になる子供の情報を全職員

が共有し、対応を協議する場を

定期的に設けている。また、い

じめアンケート調査をもとに、

子供との教育相談を実施し、小

さなサインを見逃さぬよう、早

期発見に努めている。 

 

 

各校で、気になる子供の情報

を共有するように努めている。

実際には、毎月、すべての教員

が出席する職員会議の場で、情

報共有し、気になる子供ごとに

対応の仕方について協議を行

っている。毎月開催されるた

め、気になる子供の小さな変化

が、全教員で共有できる機会と

なっている。 

 

 

学校での相談活動に加え、碧

南市教育相談室の臨床心理士

や教育相談員への相談等、外部

の相談機関を紹介し、加害児童

生徒及び保護者が相談しやす

い環境を整え、連携を図りなが

ら加害者児童生徒への心理的

ケアに取り組んでいく。 

  

 

児童生徒に対して、学級担任

や主任だけでなく、養護教諭や

スクールカウンセラーなど、学

校にはたくさんの相談する相
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しょうか。まずは、加害者児

童生徒が日頃から感じている

素直な気持ちを自然に語り始

められるようなシチュエーシ

ョン、一対一で話のできる状

況を把握し、問題となる事案

に応じて解決するために取り

組んでいくべきではないでし

ょうか。教育長のお考えをお

聞かせください。 

 

 

ウ 子どもの多様性を認め

合う教育環境の整備につ

いて 

 

 

 

 

(3) ヤングケアラーの支援に

ついて 

 ア 見守りの必要のある児

童生徒への支援について 

 

 

 

手がいること、また、学校での

相談が難しい場合には、いくつ

かの相談機関があることや派

遣型スクールカウンセラーが

訪問相談できることを伝え、児

童生徒が話をしやすい相手や

機関に相談ができるよう体制

を整えている。そのために、日

頃から気になる子供について

情報共有を図り、早期発見・早

期対応できるよう努めている。 

 

友達のよいところを認め合

う活動、構成的エンカウンター

やグループワークなどを実践

し、自己有用感、自己肯定感を

高め、自己存在感を感じる集団

作りに努めている。 

 

 

 

定期的に、生活アンケートや

担任との懇談を行い、見守りの

必要がある児童生徒の早期発

見に努めている。 

見守りの必要がある児童生

徒について、学校の全職員が情

報共有し、注意深く見守り、声

をかけて困ったことがないか

よく聞くようにして、実態把握

と心のケアに努めている。 

ヤングケアラーについては、

心の教室相談員、スクールカウ

ンセラーをはじめ、スクールソ

ーシャルワーカー、こども課、

児童相談所といった関係機関
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と連携して、相談・支援を行っ

ていく。 

 

加藤厚雄議員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 物価高騰に伴う学校給食

等について 

(4) 不登校や不登校傾向にあ

る生徒のフリースクールや

登校支援室等の現状と生徒

の学校給食等の現状は、そ

して今後の支援について 

 

 

 

 令和３年度のフリースクー

ルの通室状況は、約１０名の児

童生徒が延べ２５１日通室し

た。学校給食については、通室

の曜日、時間が児童生徒によっ

て異なるため、提供が難しい。 

 また、別室登校をしている児

童生徒は、約７０名。登校の仕

方は、時間、場所等、一人一人

異なる。学校給食については、

本人、保護者と話し合い、希望

に沿った形で提供するように

している。 

今年度も、不登校及び不登校

傾向の児童生徒とその保護者、

学校、碧南市教育相談室と連携

し、学校復帰に向け、児童生徒

に応じた通室と支援を協議し

ながら、不登校支援に取り組ん

でいく。 

 

山口春美議員 

 

 

 

 

 

 

 

２ やさしく強い経済への転

換を 

(8) ジェンダー平等社会の構

築を。ジェンダー平等の立

場から、中学校の制服（セ

ーラー服、詰襟）の見直し

を。改めてジェンダー教育

の実施を求める。 

 

 

「ジェンダー平等社会」の実

現に向けては、人権教育を適切

に進めていくことが重要であ

る。 

そこで、各小中学校では、愛

知県教育委員会が定めている

「令和４年度人権教育推進計

画」に基づき、人権教育を計画
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的に実施していく。 

 

 

 課名  スポーツ課  

議員名 質問内容 回答 

生田綱夫議員 

 

１．臨海地区の今後の土地利

用方法について 

(1) 操業を停止したステンレ

スメーカーのグラウンドを

有効利用はできないか 

 

 

 

２．スポーツ施設のＬＥＤ化

について 

(1) スポーツ施設のＬＥＤ化

の状況と今後の対応につい

て 

 

 

 

３月末まで社会貢献の一環

として軟式野球連盟等、市内の

団体にグラウンドを開放して

きたが、今後は難しいと回答さ

れている。 

 

 

 

ＬＥＤ化していない施設は、

勤労者体育センター、臨海公園

グラウンド・テニスコート・ド

ーム及び各中学校のグラウン

ドがある。 

今までは業者に在庫がある

限り、取り換えで対応してきた

が、グラウンドの水銀灯は在庫

がなくなり、玉切れ状態となっ

ている。 

中学校のグラウンド等、在庫

がなくなった施設については

競技に支障をきたす施設から

できる限り早い段階でＬＥＤ

化できるように検討していく。 

 

林田 要議員 １．行動経済学を応用した施

策、事業の立案を問うにつ

いて 

(1) 運動機会の創出による成
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人病予防、健康寿命増進事

業の立案に応用できないか 

ア 運動する時間、場所の

確保のため、早朝割サー

ビス、ナイター設備の充

実など 

 

 

 

 

 

イ 運動する仲間づくりの

ため、公式ＷＥＢサイト

の充実などについて 

 

 

 

 

ウ サブスクリプション

（定額制）の導入など 

 

 

早朝割引はないが日の出の

時間を考慮し、通常２時間単位

での利用のところ、１時間単位

で利用ができるよう工夫して

いる。ナイターについてはＬＥ

Ｄ化を検討する。チャレンジデ

ーは行動経済学を応用した一

事例ではないかと考えている。 

 

碧南市スポーツ協会のホー

ムページを一新し、各加盟団体

のホームページとリンクする

ことで、加入団体の活動内容、

各種大会の情報を簡単に入手

した。 

 

総合型スポーツクラブのス

ポーツ教室は、年会費を支払う

ことで会員となり、好きな時か

ら受講することができ、スポー

ツ、レクリエーション分野のい

わゆるサブスクリプションの

ような事業であると考えてい

る。 

 

 


